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春です。始まりの季節ですね。この
始まりの季節が、素晴らしいものとな
りますように。

さて、春に紹介したい本をいろいろ考
えました。春になると、日々素晴らし
い変化を見せてくれる植物の本を手に
取ったり、子どもたちに手渡したくな
るのは、私だけではないと思います。
そこで、今回は、直球勝負で『さく
ら』（かがくのとも絵本 長谷川摂子
文 矢間芳子絵・構成 福音館書店
2010年刊）を紹介しようと思います。

日本人になじみ深い桜であれば、今は
まだ冬枯れの姿を見せる木を見ても、
春に花咲く満開のさくらを思い浮かべ
ることが、誰でもできるのではないで
しょうか。絵本は、桜のつぼみが膨ら
み始めた３月頃の桜の木が描かれてい
て、「わたしは き。さくらの き。な
まえは ソメイヨシノ。もうすぐ はな
が さきます。まっていてください。」
と始まります。次のページには、「ほ
うら、さいた！」の言葉とともに、満
開の桜の木が一本描かれています。そ
の後も、桜の木は、語り続けます。蜜
を吸いに来た小鳥たちに。ひらひらと
散ってゆく花びらは、歌います。

そして、芽生え。「ちいさな みどりの
とんがりぼうしは、はっぱの あかちゃ
ん。」と続きます。

桜の木の一年が、細かいところまで科
学の目で描かれています。けれど、添
えられている文章（桜の木の言葉）は、

耳にやさしい語り口で、小さな子ども
たちの心にも、深く届けられることと
思います。

文章を書いているのは、子どもの心に
寄り添う絵本をたくさん書いている長
谷川摂子さん。『めっきらもっきらど
おんどん』（ふりやなな絵 福音館書
店）をご存じの方は多いのではないで
しょうか。そして、絵を描いているの
は、矢間芳子さん。植物の絵本をたく
さん手掛けていらっしゃいます。細部
にわたって描かれている植物図鑑のよ
うな絵と、野原に立つ一本の桜の木を
風景画のように描いた絵が、その時々
の言葉とマッチして、絵本の進行を力
強く支えています。

「さくら」の木のすべてを子どもたち
に伝えたいという、絵本の作り手の強
い思いを感じながら、子どもたちが、
どこか一か所でも興味を持ってくれれ
ば、新しい科学の目を育てる力になる
と思います。
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